
学校天文台を用いた
系外惑星のトランジット観測

○松本直記、伊藤純平、中尾圭佑（慶應義塾高校）、大谷勇紀、伊藤桂、藤田大地（慶應義塾大学）

慶應高校の天体観測慶應高校の天体観測

・横浜市の市街地に位置する

・ＣＣＤの登場で天体観測による探求活動が可能に

・３年選択科目「スーパーサイエンスⅡ」、卒業研究、
地学研究会の活動で探求活動

・日本トランジット観測
ネットワークに参加（２００４）

・観測方法、解析方法など
懇切丁寧にご指導いただく

本校の観測装置本校の観測装置

・本校舎屋上にドーム
（アストロ光学製）教員室から歩くと400m以上

・望遠鏡 高橋ＦＳ－１５２（Ｆ８）

・赤道儀 高橋ＮＪＰ ＴＥＭＭＡ jr.

・ＣＣＤ ＳＢＩＧ ＳＴ９ＸＥ（USB）

ＳＴ７(パラレル)

観測・解析方法観測・解析方法

・対象をデフォーカスして撮像

・一次処理→マカリで測光→グラフ化

・ＡＩＰ４ＷＩＮでの自動測光も行う
このソフトの存在は生徒には知られていない

観測結果観測結果

■２００５年１１月１日 HD189733

地学研究会 伊藤・大谷観測・作成

地学研究会撮影（横浜市日吉）

時刻ー等級グラフ
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■２００７年８月３日 HD165863

地学研究会 観測

■２００７年１１月３日 TrES-3

選択履修者 藤田大地 観測・作成

■２００７年１１月１３日 HD17156

■２００８年１０月１日 TrES-3

選択履修者 伊藤純平 観測・作成

■２００８年１１月２８日 HD17156

選択履修者 伊藤・中尾 観測
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理論曲線

本校における初のトラ
ンジット観測
第１接触直前に曇
天となり観測としては
失敗
フラット処理の未熟さ
を痛感させられる

0.2等

0.2等

天気に恵まれ初の
一晩の観測に成功
途中システムダウン
のため中断（ＣＣＤＯ
ＰＳとステラナビゲータ
の相性の悪さ？）
以後、ステラギアで
一元管理

本校の観測で初のト
ランジット検出成功
減光率の大きい
TrES-3を対象にし
たのが好奏か
第２接触の後、雲が
出てきたため観測を
中断した

0.０2等

天候に恵まれかなり
高い精度で観測が
できた
ＨＤ１７１５６のトランシッ
ト検出成功（？）は本
校では初

0.０2等

0.０2等

ST9故障のため、
ST-402Eで観測
精度は良くないものの
減光率の大きい
TrES-3であれば検
出可能なことを示せた
後半の精度が悪化
するのは対象の高度
が低くなってきたためと
思われる

0.０2等に相当

ST9復帰、天候にも
恵まれる
フラットの環染みに天
体がかかると精度が
悪化するのでスカイフ
ラットを撮り直して処理、
精度が向上した
オートガイダーを利用
して追尾誤差を軽減
すればより精度が上
がると思われる


